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相互接続防止コネクタに係る国際規格（ISO(IEC) 80369 シリーズ）の概要 

 

 

国際規格の ISO(IEC) 80369 シリーズでは、ベッドサイドで起こりうるコネク

タ接続を下図の６種のアプリケーションに分類し、医療事故を防止するため、

相互の非嵌合性を規定しています。 

 

図提供：一般社団法人日本医療機器テクノロジー協会 

 

未だ ISO 規格の制定が行われていないものもありますが、ISO(IEC) 80369 シ

リーズ準拠品（新規格製品）は、既存規格製品との間で非嵌合が発生し、その

ままでは両製品を同時に使用することが出来なくなる場合があります。 

ただし、新規格は、皮下注射及び血管系等のコネクタ規格を起点に他製品分

野との相互接続防止が検討されたことから、皮下注射及び血管系等のコネクタ

は、新規格製品となっても既存製品コネクタとの非嵌合が発生しません。 

各製品分野の切替え期間やコネクタ概要等については、平成 29 年秋以降に神

経麻酔分野から順次お知らせする予定です。 


